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ミミズからムカデまで
長い生物の移動方法である
“這行(しゃこう;這う移動)”
について
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海産無脊椎動物である長い生物
ヒモムシの仲間（紐形動物門）

について
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どうして、
ムカデの足はぶつからないのか？
なぜ、ミミズの体はからまらないのか？
かれらが移動する様子をじっくり
観察してみるとその長い体に沿った
各部の周期的な動きは見事に調和して
”波”として伝搬していることに”波”として伝搬していることに
気がつきます。おもしろいことに
この運動波は前向き（順向波）と
後ろ向き（逆向波）の
どちらの種もあって、
このことは過去百年にわたり
注目されてきました。
本講演では多数の観察結果本講演では多数の観察結果
を交えながら、数理的な
視点から”長い生物”
の這行ロコモーション
についてご紹介します。

世界からこれまでに約1200種
が知られるヒモムシの仲間は
紐形動物門を構成しており
軟体動物門・環形動物門・

腕足動物門などと近縁とされて
います。紐形動物門には３つの
主要な下位分類群がありますが主要な下位分類群がありますが
そのうちの一つである担帽類と

呼ばれるグループは特に長くなる種が
いくつか知られており、日本国内の

最大記録は７ｍ、世界記録は５０ｍに
達した個体が報告されています。
本講演では紐形動物がどのような

生き物なのかを概観し生き物なのかを概観し
どうして特定の種が他の種よりも

長い体を持つように進化してきたのか
に関する仮説をご紹介します。
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